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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサ及びメモリを備え、輸送機関による出発地から目的地への輸送に関する情報
を提供する輸送サービス情報提供システムであって、
　前記出発地から前記目的地への輸送を行う複数の輸送機関のうち一つを特定し、前記出
発地から前記目的地への輸送を行うことが可能な複数の輸送機関による組み合わせを複数
算出し、算出した前記輸送機関の輸送のそれぞれに関する評価値を算出し、前記算出した
評価値が最も高い、前記複数の輸送機関による組み合わせを、前記出発地から前記目的地
への輸送を行う複数の輸送機関として特定する輸送機関特定部と、
　前記出発地から前記目的地への輸送のうち一部の区間の輸送を行う、前記特定した輸送
機関とは異なる輸送機関である臨時輸送機関を抽出する臨時輸送機関抽出部と、
　前記抽出した臨時輸送機関が前記一部の区間の輸送に関する所定の条件を満たしている
場合に、前記臨時輸送機関を前記出発地から目的地への輸送に利用する前記輸送機関とし
て特定する臨時輸送機関特定部と、
　前記特定した臨時輸送機関に関する情報を出力する臨時輸送機関情報出力部と、
　前記出発地、前記目的地、及び前記輸送の時間帯に関する条件の入力を受け付けると共
に、任意的に、前記出発地及び前記目的地の間の経由地、前記出発地から前記目的地まで
の輸送に関する費用、前記出発地から前記目的地までの輸送にかかる時間、及び前記経由
地での乗り換えにかかる時間のうち少なくともいずれかに関する条件の入力を受け付ける
輸送条件入力部とを備え、
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　前記臨時輸送機関情報出力部は、前記入力された条件に基づき特定された前記臨時輸送
機関に関する情報を出力する、
　輸送サービス情報提供システム。
【請求項２】
　プロセッサ及びメモリを備え、輸送機関による出発地から目的地への輸送に関する情報
を提供する輸送サービス情報提供システムであって、
　前記出発地から前記目的地への輸送を行う複数の輸送機関のうち一つを特定し、前記出
発地から前記目的地への輸送を行うことが可能な複数の輸送機関による組み合わせを複数
算出し、算出した前記輸送機関の輸送のそれぞれに関する評価値を算出し、前記算出した
評価値が最も高い、前記複数の輸送機関による組み合わせを、前記出発地から前記目的地
への輸送を行う複数の輸送機関として特定する輸送機関特定部と、
　前記出発地から前記目的地への輸送のうち一部の区間の輸送を行う、前記特定した輸送
機関とは異なる輸送機関である臨時輸送機関を抽出する臨時輸送機関抽出部と、
　前記抽出した臨時輸送機関が前記一部の区間の輸送に関する所定の条件を満たしている
場合に、前記臨時輸送機関を前記出発地から目的地への輸送に利用する前記輸送機関とし
て特定する臨時輸送機関特定部と、
　前記特定した臨時輸送機関に関する情報を出力する臨時輸送機関情報出力部と、
　を備え、
　前記臨時輸送機関特定部は、前記抽出した臨時輸送機関に係る前記一部の区間を輸送す
る前記輸送機関を特定し、特定した前記輸送機関の利用人数に基づき、前記臨時輸送機関
の利用人数を算出し、算出した臨時輸送機関の利用人数が所定値を超えている場合に、前
記臨時輸送機関を前記出発地から目的地への輸送に利用する前記輸送機関として特定する
、
　輸送サービス情報提供システム。
【請求項３】
　前記抽出された臨時輸送機関の選択を受け付ける臨時輸送機関選択部を備え、
　前記臨時輸送機関特定部は、前記選択された臨時輸送機関のうちから、前記出発地から
目的地への輸送に利用する前記輸送機関を特定する、
　請求項１又は２に記載の輸送サービス情報提供システム。
【請求項４】
　輸送機関による出発地から目的地への輸送に関する情報を提供する輸送サービス情報提
供方法であって、
　プロセッサ及びメモリを備える情報処理装置が、
　前記出発地から前記目的地への輸送を行う複数の輸送機関のうち一つを特定し、前記出
発地から前記目的地への輸送を行うことが可能な複数の輸送機関による組み合わせを複数
算出し、算出した前記輸送機関の輸送のそれぞれに関する評価値を算出し、前記算出した
評価値が最も高い、前記複数の輸送機関による組み合わせを、前記出発地から前記目的地
への輸送を行う複数の輸送機関として特定する輸送機関特定処理と、
　前記出発地から前記目的地への輸送のうち一部の区間の輸送を行う、前記特定した輸送
機関とは異なる輸送機関である臨時輸送機関を抽出する臨時輸送機関抽出処理と、
　前記抽出した臨時輸送機関が前記一部の区間の輸送に関する所定の条件を満たしている
場合に、前記臨時輸送機関を前記出発地から目的地への輸送に利用する前記輸送機関とし
て特定する臨時輸送機関特定処理と、
　前記特定した臨時輸送機関に関する情報を出力する臨時輸送機関情報出力処理と、
　前記出発地、前記目的地、及び前記輸送の時間帯に関する条件の入力を受け付けると共
に、任意的に、前記出発地及び前記目的地の間の経由地、前記出発地から前記目的地まで
の輸送に関する費用、前記出発地から前記目的地までの輸送にかかる時間、及び前記経由
地での乗り換えにかかる時間のうち少なくともいずれかに関する条件の入力を受け付ける
輸送条件入力処理とを実行し、
　前記臨時輸送機関情報出力処理は、前記入力された条件に基づき特定された前記臨時輸
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送機関に関する情報を出力する、
　輸送サービス情報提供方法。
【請求項５】
　輸送機関による出発地から目的地への輸送に関する情報を提供する輸送サービス情報提
供方法であって、
　プロセッサ及びメモリを備える情報処理装置が、
　前記出発地から前記目的地への輸送を行う複数の輸送機関のうち一つを特定し、前記出
発地から前記目的地への輸送を行うことが可能な複数の輸送機関による組み合わせを複数
算出し、算出した前記輸送機関の輸送のそれぞれに関する評価値を算出し、前記算出した
評価値が最も高い、前記複数の輸送機関による組み合わせを、前記出発地から前記目的地
への輸送を行う複数の輸送機関として特定する輸送機関特定処理と、
　前記出発地から前記目的地への輸送のうち一部の区間の輸送を行う、前記特定した輸送
機関とは異なる輸送機関である臨時輸送機関を抽出する臨時輸送機関抽出処理と、
　前記抽出した臨時輸送機関が前記一部の区間の輸送に関する所定の条件を満たしている
場合に、前記臨時輸送機関を前記出発地から目的地への輸送に利用する前記輸送機関とし
て特定する臨時輸送機関特定処理とを実行し、
　前記臨時輸送機関特定処理は、前記抽出した臨時輸送機関に係る前記一部の区間を輸送
する前記輸送機関を特定し、特定した前記輸送機関の利用人数に基づき、前記臨時輸送機
関の利用人数を算出し、算出した臨時輸送機関の利用人数が所定値を超えている場合に、
前記臨時輸送機関を前記出発地から目的地への輸送に利用する前記輸送機関として特定す
る、
　輸送サービス情報提供方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、輸送サービス情報提供装置、及び輸送サービス情報提供方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　鉄道やバス、タクシーなどの輸送サービスを提供する分野では、これらの輸送サービス
を利用する利用者の需要（以下、移動需要という）に応じて、事前あるいは都度に、輸送
サービスが計画されている。なお、この輸送サービスの計画とは、鉄道やバスなどの運行
計画のように事前に策定される計画の他に、タクシーの配車のように利用者からの要請を
受けてから策定される計画も対象としている。
【０００３】
　輸送サービスは、車両の効率的な運用を行い、又は輸送力不足を防ぐために、事前にあ
る程度、移動需要を予測した上で計画されているが、日々の細かな需要変動や、運行障害
のような突発事象に対応するためには、その時々の状況に応じて、将来の移動需要も見込
んだ上での臨時的な対応が必要となる。
【０００４】
　この対応を行うための関連技術として、特許文献１には、将来の各便の需要予測と各便
を乗客が選択する確率を基に、乗車要求に対して提供する乗車便を算出する手段が開示さ
れている。これにより、将来の移動需要を考慮して、輸送サービスの提供者の利益又は利
用者の満足度の総和を向上させる、輸送サービスに関する情報（選択肢）が提示可能であ
る、とする旨が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１６－０８５７３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　しかし、特許文献１は、入力された出発地点と到着地点の間全体を同一車両で結ぶ輸送
サービスを対象としており、出発地点と到着地点の間の一部を他の車両で代替するような
輸送サービスを想定していない。このため、中・長距離の輸送において突発的事象が起き
た場合、その輸送の全区間を同一車両（例えば、臨時の輸送サービス）で輸送する輸送サ
ービスの情報しか提供できない。臨時の輸送サービスは、現実的にはタクシーや乗り合い
タクシー、バスといった小・中規模の交通手段であることが多いため、特許文献１の技術
では、中・長距離の輸送にかかる費用が高くなる。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、有用な輸送サービス情報を提
供するための、輸送サービス情報提供装置、及び輸送サービス情報提供方法を提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するための本発明の一つは、プロセッサ及びメモリを備え、輸送機関に
よる出発地から目的地への輸送に関する情報を提供する輸送サービス情報提供システムで
あって、前記出発地から前記目的地への輸送を行う輸送機関を特定する輸送機関特定部と
、前記出発地から前記目的地への輸送のうち一部の区間の輸送を行う、前記特定した輸送
機関とは異なる輸送機関である臨時輸送機関を抽出する臨時輸送機関抽出部と、前記抽出
した臨時輸送機関が前記一部の区間の輸送に関する所定の条件を満たしている場合に、前
記臨時輸送機関を前記出発地から目的地への輸送に利用する前記輸送機関として特定する
臨時輸送機関特定部と、前記特定した臨時輸送機関に関する情報を出力する臨時輸送機関
情報出力部と、を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、有用な輸送サービス情報を提供することができる。
【００１０】
　上記した以外の課題、構成及び効果は、以下の実施形態の説明により明らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本実施形態に係る輸送サービス情報提供システム１０の構成の一例を示
す図である。
【図２】図２は、輸送サービス情報提供システム１０における各情報処理装置のハードウ
ェア構成の一例を示す図である。
【図３】図３は、輸送計画装置１１０、移動需要予測装置１２０、混雑予測装置１３０、
及び渋滞予測装置１４０の各情報処理装置が備える機能の一例を説明する図である。
【図４】図４は、臨時輸送サービス計画装置１５０が備える機能の一例を説明する図であ
る。
【図５】図５は、輸送サービス計画情報ＤＢ１の一例を示す図である。
【図６】図６は、移動需要情報ＤＢ２の一例を示す図である。
【図７】図７は、移動需要情報入力画面１０００の一例を示す図である。
【図８】図８は、交通便混雑情報ＤＢ３の一例を示す図である。
【図９】図９は、交通渋滞情報ＤＢ４の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、臨時交通手段情報ＤＢ５の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、輸送サービス情報ＤＢ１、及び移動需要情報ＤＢ２のレコード４０
８に基づき生成された、部分モデルの一例を示す図である。
【図１２】図１２は、旅客端末装置１６０が備える機能の一例を説明する図である。
【図１３】図１３は、臨時輸送機関特定処理を説明するフローチャートである。
【図１４】図１４は、レコード４０８を用いて算出されるリンク及びその評価値の一例を
示す図である。
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【図１５】図１５は、臨時輸送機関選択画面１７００の一例を示す図である。
【図１６】図１６は、移動需要数算出処理の詳細を説明するフローチャートである。
【図１７】図１７は、Ｓ３０３で臨時輸送機関を追加した後の部分モデルの一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明を実施するための形態につき、図面を用いて説明する。
＜システム構成＞
　本実施形態に係る輸送サービス情報提供システムは、少なくとも１種類以上の輸送機関
（例えば、列車、地下鉄、飛行機、船舶、バス等の交通機関）からなる輸送網において適
用される。
【００１３】
　これらの各輸送機関（以下、通常輸送機関という）は通常、その利用者を所定の出発地
から目的地へと輸送しているが、利用者の利用形態の変化やその他の要因（例えば、大規
模なイベント開催時や、災害、事故などの突発的事象が生じた場合。以下、運行障害時と
いう）には、代替的な又は追加的な輸送機関（以下、臨時輸送機関という。例えば、臨時
列車、乗り合いタクシー、臨時運行バス等）が運行される。
【００１４】
　本実施形態の輸送サービス情報提供システムは、このような臨時輸送機関に関する情報
を、各輸送機関や臨時輸送機関の事業者（鉄道会社、バス会社、タクシー会社等）や、各
輸送機関や臨時輸送機関の利用者（乗客等）に提供する。
【００１５】
　図１は、本実施形態に係る輸送サービス情報提供システム１０の構成の一例を示す図で
ある。同図に示すように、輸送サービス情報提供システム１０は、各輸送機関の管理会社
や運行会社等に設置される情報処理装置（コンピュータ）である輸送計画装置１１０、各
輸送機関を利用する利用者等が使用する情報処理装置（コンピュータ。例えば、タブレッ
ト端末。）である、少なくとも１台以上の旅客端末装置１６０、移動需要予測装置１２０
、混雑予測装置１３０、渋滞予測装置１４０、及び臨時輸送サービス計画装置１５０を含
んで構成されている。
【００１６】
　本実施形態の輸送サービス情報提供システム１０が対象とする輸送機関には、所定の運
行スケジュールに従って輸送を行う輸送機関（以下、定期便、又は交通便という。例えば
、電車、バス等）、及び、所定の運行スケジュールを有しない輸送機関（以下、不定期便
という。例えば、タクシー。）が含まれる。
【００１７】
　移動需要予測装置１２０、混雑予測装置１３０、渋滞予測装置１４０、及び臨時輸送サ
ービス計画装置１５０は、例えば、輸送機関の管理会社、運行会社等によって管理される
情報処理装置（コンピュータ）である。
【００１８】
　輸送サービス情報提供システム１０における各情報処理装置は、通信ネットワーク２０
によって通信可能に接続されている。通信ネットワーク２０は、例えば、ＬＡＮ（Local 
Area Network）、ＷＡＮ（Wide Area Network）、インターネット、専用線、携帯電話網
、光ファイバなどの、有線又は無線の通信網である。
【００１９】
　なお、臨時輸送サービス計画装置１５０以外の情報処理装置の全部又は一部は、輸送サ
ービス情報提供システム１０の運用形態や、輸送サービス情報提供システム１０が対象と
する輸送機関等に応じて、一つの情報処理装置として構成してもよい。
【００２０】
　図２は、輸送サービス情報提供システム１０における各情報処理装置のハードウェア構
成の一例を示す図である。同図に示すように、各情報処理装置は、ＣＰＵ（Central Proc
essing Unit）等からなるプロセッサ１１と、ＲＡＭ（Random Access Memory）、ＲＯＭ
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（Read Only Memory）、又はＮＶＲＡＭ（Non-Volatile RAM）等の主記憶装置１２と、ハ
ードディスク（Hard Disk Drive）やＳＳＤ（Solid State Drive）等の記憶装置からなる
補助記憶装置１３と、キーボード、マウス、タッチパネル等からなる入力装置１４と、モ
ニタ（ディスプレイ）等からなる出力装置１５と、ＮＩＣ（Network Interface Card）等
の、他の情報処理装置と通信する通信装置１６とを備える。
【００２１】
＜機能＞
　次に、各情報処理装置が備える機能を説明する。
　図３は、輸送計画装置１１０、移動需要予測装置１２０、混雑予測装置１３０、及び渋
滞予測装置１４０の各情報処理装置が備える機能の一例を説明する図である。このうち輸
送計画装置１１０は、同図に示すように、輸送計画部１１１、通信部１１２、及び出力部
１１３を備える。
【００２２】
　輸送計画部１１１は、各輸送機関（通常輸送機関）の運行スケジュールに関する情報（
以下、輸送サービス計画情報という）を記憶している。輸送サービス計画情報は、現在の
運行スケジュールに関する情報だけでなく、過去又は現在の運行スケジュールに関する情
報から予測された将来の運行スケジュールに関する情報も含む。
【００２３】
　なお、以下では断りの無い限り、「輸送機関」とは通常輸送機関を指すものとする。
【００２４】
　通信部１１２は、他の情報処理装置と通信を行う。例えば、輸送サービス計画情報は、
通信部１１２を介して臨時輸送サービス計画装置１５０に送信される。出力部１１３は、
輸送サービス計画情報等の情報を出力する。
【００２５】
　移動需要予測装置１２０は、移動需要予測部１２１、及び通信部１２２を備える。
【００２６】
　移動需要予測部１２１は、前記輸送機関の利用者の利用状況に関する情報（以下、移動
需要情報という）を記憶している。移動需要情報は、輸送機関の利用人数に関する情報を
含み、切符やＩＣカード等の利用履歴に基づき生成される。移動需要情報は、現在の利用
状況に関する情報だけでなく、過去又は現在の利用状況に関する情報から予測された将来
の利用状況に関する情報も含む。
【００２７】
　通信部１２２は、他の情報処理装置と通信を行う。例えば、移動需要情報は、通信部１
２２を介して臨時輸送サービス計画装置１５０に送信される。
【００２８】
　混雑予測装置１３０は、混雑予測部１３１、及び通信部１３２を備える。
【００２９】
　混雑予測部１３１は、各輸送機関の混雑に関する情報（以下、混雑情報という）のうち
、定期便の混雑率（例えば、電車の乗車率）に関する情報を記憶する。なお、混雑予測部
１３１は、過去に運行され、又は現在運行中の輸送機関の混雑率だけでなく、これらの混
雑率から予測された将来の所定の時間帯における、輸送機関の混雑率に関する情報を記憶
している。
【００３０】
　通信部１３２は、他の情報処理装置と通信を行う。例えば、混雑予測部１３１で算出さ
れた交通便混雑情報は、通信部１３２を介して臨時輸送サービス計画装置１５０に送信さ
れる。
【００３１】
　渋滞予測装置１４０は、渋滞予測部１４１、及び通信部１４２を備える。
【００３２】
　渋滞予測部１４１は、混雑情報のうち、不定期便の渋滞に関する情報（例えば、道路の



(7) JP 6757654 B2 2020.9.23

10

20

30

40

50

渋滞区間の長さや、道路の渋滞区間の移動速度）を記憶する。なお、渋滞予測部１４１は
、過去又は現在の渋滞だけでなく、過去又は現在の渋滞から予測された将来の所定の時間
帯における渋滞に関する情報も記憶している。
【００３３】
　通信部１４２は、他の情報処理装置と通信を行う。例えば、渋滞予測部１４１で算出さ
れた交通渋滞情報は、通信部１４２を介して臨時輸送サービス計画装置１５０に送信され
る。
【００３４】
　図４は、臨時輸送サービス計画装置１５０が備える機能の一例を説明する図である。同
図に示すように、臨時輸送サービス計画装置１５０は、入力部１５１、出力部１５２、通
信部１５３、計画作成部１５４、及び記憶部１５５を備える。
【００３５】
　入力部１５１は、ユーザからの情報の入力を受け付ける。入力部１５１は、輸送条件入
力部１５１１、及び臨時輸送機関選択部１５１２を備える。
【００３６】
　輸送条件入力部１５１１は、前記出発地、前記目的地、及び前記輸送の時間帯に関する
条件の入力を受け付けると共に、任意的に、前記出発地及び前記目的地の間の経由地、前
記出発地から前記目的地までの輸送に関する費用、前記出発地から前記目的地までの輸送
にかかる時間、及び前記経由地での乗り換えにかかる時間のうち少なくともいずれかに関
する条件の入力を受け付ける。
【００３７】
　臨時輸送機関選択部１５１２は、後述する臨時輸送機関抽出部１５９１により抽出され
た臨時輸送機関の選択を受け付ける。
【００３８】
　記憶部１５５は、輸送計画装置１１０から輸送サービス計画情報を取得し、取得した輸
送サービス計画情報を輸送サービス計画情報ＤＢ１（ＤＢ：データベース。以下同様。）
に記憶する。
【００３９】
＜輸送サービス計画情報ＤＢ１＞
　ここで、輸送サービス計画情報ＤＢ１について説明する。
　図５は、輸送サービス計画情報ＤＢ１の一例を示す図である。同図に示すように、輸送
サービス計画情報ＤＢ１は、輸送機関（通常輸送機関）を特定する情報（名称、番号、記
号等）が格納される名称１０１、名称１０１の輸送機関の種類を示す情報（例えば、大型
バス、タクシー、乗合タクシー、列車）が格納される交通機関１０２、及び、少なくとも
１つ以上の発着項目１０６、の各項目を有する、少なくとも１つ以上のレコードで構成さ
れている。
【００４０】
　このうち、発着項目１０６は、名称１０１の輸送機関の出発地、名称１０１の輸送機関
の経由地（通過地又は途中到着地）、又は名称１０１の輸送機関の目的地（最終到着地）
を特定する情報が格納される地点１０３、名称１０１の輸送機関が地点１０３の地点を通
過し又は到着する時刻に関する情報が格納される到着時刻１０４、名称１０１の輸送機関
が地点１０３の地点を出発する時刻に関する情報が格納される出発時刻１０５の各項目を
有する。
【００４１】
　このように、輸送サービス計画情報ＤＢ１は、鉄道やバス、タクシーなどの輸送機関に
おいて、駅やバス停、タクシー乗り場などの乗客が乗り降りする地点と、その地点に輸送
機関が到着、出発、又は通過する時刻とを記憶したデータベースである。なお、これらの
到着、出発、又は通過する時刻のうち当日の時刻は、現在の運行状況と将来の運行状況の
予測に基づき推定された時刻である。
【００４２】
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　次に、記憶部１５５は、移動需要予測装置１２０から移動需要情報を取得し、取得した
移動需要情報を移動需要情報ＤＢ２に記憶する。
【００４３】
＜移動需要情報ＤＢ２＞
　ここで、移動需要情報ＤＢ２について説明する。
　図６は、移動需要情報ＤＢ２の一例を示す図である。同図に示すように、移動需要情報
ＤＢ２は、輸送区間（出発地及び目的地の組み合わせ）を識別する情報が格納されるＩＤ
２０１、ＩＤ２０１の輸送区間の輸送を開始する時間帯（以下、出発時間帯という）の情
報が格納される出発時間帯２０２、ＩＤ２０１の輸送区間における出発地が格納される出
発地２０３、ＩＤ２０１の輸送区間における目的地が格納される最終目的地２０４、ＩＤ
２０１の輸送区間における輸送機関の利用人数（以下、移動需要数という）の推定値が格
納される需要人数２０５、需要人数２０５の人数が、移動需要予測装置１２０等により算
出された予測値（「予測」）か、もしくは旅客端末装置１６０等にユーザから入力された
予測値（「実入力」）かを示す情報を格納される需要種類２０６、出発地２０３の出発地
から最終目的地２０４の目的地までの輸送に関する条件（以下、輸送条件という）の情報
が格納される経路選択条件２０７の各項目を有する、少なくとも１つ以上のレコードで構
成される。なお、出発地２０３及び最終目的地２０４には、輸送サービス計画情報ＤＢ１
の地点１０３に対応する情報が格納される。
【００４４】
　例えば、同図に示すレコード２０８は、出発地「Ａ地点」から目的地「Ｃ地点」への輸
送を利用する人数（移動需要数）が、「７：３０～７：３５」の時間帯では「１０００人
」であると推定されていることを示している。
【００４５】
　経路選択条件２０７の輸送条件は、例えば、出発地から目的地までの輸送にかかる時間
（所要時間）、輸送機関の乗換えにかかるコスト、臨時輸送機関の利用に際して利用者の
支払いが必要な追加運賃などの各項目、当該各項目の重要度又は基準値を含む。なお、経
路選択条件２０７に輸送条件が指定されていない場合は、臨時輸送サービス計画装置１５
０が予め記憶している条件が輸送条件として適用される。
【００４６】
　このように、移動需要情報ＤＢ２は、出発地から目的地までの輸送ごとに、その輸送を
利用する利用人数（移動需要数）の情報を記憶している。
【００４７】
　なお、移動需要情報ＤＢ２の各レコードは、前記のように、移動需要予測装置１２０の
移動需要予測部１２１が生成してもよいし、旅客端末装置１６０の入力部１６１が、輸送
機関の利用者からの移動需要情報の入力を受け付け（例えば、後述する移動需要情報入力
画面により受け付ける）、受け付けた移動需要情報を、通信部１６３を介して臨時輸送サ
ービス計画装置１５０に送信することによって更新されてもよい。
【００４８】
＜移動需要情報入力画面１０００＞
　ここで、図７は、旅客端末装置１６０に出力される、移動需要情報に関する情報を入力
する画面（以下、移動需要情報入力画面という）の一例を示す図である。移動需要情報入
力画面１０００は、例えば、ユーザが輸送機関又は臨時輸送機関を利用する際に、所定の
操作入力を旅客端末装置１６０に行うことにより出力される画面である。
【００４９】
　同図に示すように、移動需要情報入力画面１０００は、画面枠１００１、出発地入力１
００２、目的地入力１００３、経由地入力１００４、経路検索条件入力１００５の各項目
を備える。
【００５０】
　このうち、出発地入力１００２は、出発地を識別する情報（例えば、名称や位置などの
情報）の入力を受け付ける。目的地入力１００３は、目的地を識別する情報（例えば、名
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称や位置などの情報）の入力を受け付ける。経由地入力１００４は、経由地を識別する情
報（例えば、名称や位置などの情報）の入力を受け付ける。なお、経由地を指定しない場
合は、「指定なし」などの、経由地を指定しないことを示す文字又は記号等の入力が受け
付けられる。
【００５１】
　経路検索条件入力１００５は、輸送条件に関する情報の入力を任意的に受け付ける。具
体的には、経路検索条件入力１００５は、追加費用チェックボタン１０１１、追加費用基
準値入力欄１０１２、追加費用条件入力欄１０１３、所要時間チェックボタン１０１４、
所要時間入力欄１０１５、乗換えチェックボタン１０１６、乗換え重要度入力欄１０１７
、及び乗換え評価項目入力欄１０１８を備える。
【００５２】
　追加費用チェックボタン１０１１は、臨時輸送機関の運賃として支払う追加費用を輸送
条件に含めるか否かの選択を受け付ける。追加費用基準値入力欄１０１２は、追加費用を
輸送条件に含める場合に追加費用の上限値や下限値などの基準値の入力を受け付ける。追
加費用条件入力欄１０１３は、追加費用を輸送条件に含める場合にその輸送条件を特定す
るための不等号の入力を受け付ける。
【００５３】
　所要時間チェックボタン１０１４は、所要時間を輸送条件に含めるか否かの選択を受け
付ける。所要時間入力欄１０１５は、所要時間を条件に含める場合に他の条件の項目との
相対的な重要度の入力を受け付ける。
【００５４】
　乗換えチェックボタン１０１６は、乗換えやすさを輸送条件に含めるか否かの選択の入
力を受け付ける。乗換え重要度入力欄１０１７は、乗り換えやすさを条件に含める場合に
他の条件の項目との相対的な重要度の入力を受け付ける。
【００５５】
　評価項目入力欄１０１８は、乗換えやすさを輸送条件に含めるか否かに関する項目の選
択を受け付ける。具体的には、評価項目入力欄１０１８は、乗換えやすさを輸送条件に含
める場合に指定される、輸送機関の乗り換え回数に関する乗換え回数チェック１０２２、
乗換えやすさを輸送条件に含める場合に、歩行距離が指定される歩行距離チェック１０２
４、及び、乗換えやすさを輸送条件に含める場合に、乗り換え地点にエレベータがあるこ
とを条件とする場合に指定されるエレベータチェック１０２６の各項目を有する。
【００５６】
　次に、図４に示す記憶部１５５は、混雑予測装置１３０から混雑情報を取得し、取得し
た混雑情報を交通便混雑情報ＤＢ３に記憶する。
【００５７】
＜交通便混雑情報ＤＢ３＞
　ここで、交通便混雑情報ＤＢ３について説明する。
　図８は、交通便混雑情報ＤＢ３の一例を示す図である。同図に示すように、交通便混雑
情報ＤＢ３は、交通便を識別する情報（例えば、名称や番号）が格納される名称３０１、
及び、名称３０１の交通便の混雑の予測値が格納される混雑率３０２の各項目を有する、
少なくとも１つ以上のレコードで構成されている。
【００５８】
　このように、交通便混雑情報ＤＢ３は、輸送サービス計画情報ＤＢ１で定義されている
各交通便に対して混雑の予測値を記憶したデータベースであり、例えば、交通便を一意に
特定する番号、記号、又は名称、及び当該交通便の混雑の予測値からなる。
【００５９】
　記憶部１５５は、渋滞予測装置１４０から混雑情報を取得し、取得した混雑情報を交通
渋滞情報ＤＢ４に記憶する。
【００６０】
＜交通渋滞情報ＤＢ４＞
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　ここで、交通渋滞情報ＤＢ４について説明する。
　図９は、交通渋滞情報ＤＢ４の一例を示す図である。同図に示すように、交通渋滞情報
ＤＢ４は、交通渋滞の始端の位置を示す情報（例えば、地点の名前や位置情報）が格納さ
れる始端位置４０１、交通渋滞の終端の位置を示す情報（例えば、地点の名前や位置情報
）が格納される終端位置４０２、交通渋滞の始端の長さ示す情報が格納される渋滞長４０
３、及び、交通渋滞の区間を通過するのに要する時間を示す情報が格納される移動時分４
０４の各項目を有する、少なくとも１つ以上のレコードで構成されている。
【００６１】
　このように、交通渋滞情報ＤＢ４は、不定期便が使用する道路の現在の交通渋滞の情報
、及び将来の交通渋滞の予測情報を記憶したデータベースである。
【００６２】
　記憶部１５５は、臨時交通手段情報ＤＢ５を記憶している。
【００６３】
＜臨時交通手段情報ＤＢ５＞
　ここで、臨時交通手段情報ＤＢ５について説明する。
　図１０は、臨時交通手段情報ＤＢ５の一例を示す図である。同図に示すように、臨時交
通手段情報ＤＢ５は、運行障害時に運行が可能な臨時輸送機関を識別する情報が格納され
るＩＤ５０１、ＩＤ５０１の臨時輸送機関の種類（例えば、大型バス、タクシー、乗り合
いタクシー、臨時列車）を示す情報が格納される交通機関５０２、ＩＤ５０１の臨時輸送
機関が使用する設備の種類が格納される種類５０３（本実施形態では、種類は「道路」と
それ以外に分類され、それ以外の場合には必要に応じて「鉄道」や「飛行機」等の輸送方
法が格納される）、ＩＤ５０１の臨時輸送機関の出発地を特定する情報が格納される出発
地５０４、ＩＤ５０１の臨時輸送機関の目的地を特定する情報が格納される到着地５０５
、ＩＤ５０１の臨時輸送機関を運行する際に各輸送機関が負担する費用単価に関する情報
が格納される運用費用５０６、及び、ＩＤ５０１の臨時輸送機関が提供される条件（例え
ば、臨時輸送機関の利用者数の下限数、運賃収入の下限値。以下、臨時便提供条件という
。）に関する情報が格納される運用条件５０７の各項目を有する、少なくとも１つ以上の
レコードで構成される。なお、種類５０３は、臨時輸送機関の所要時分を算出する際に参
照される。
【００６４】
　例えば、同図に示すレコード５０８は、「道路」を使用する臨時輸送機関である「乗り
合いタクシー」は、出発地「Ａ地点」から目的地「Ｅ地点」までの輸送を行い、その利用
人数が「６名以上」でその運賃収入が「２０００円以上」であれば、輸送機関の事業者等
がその臨時輸送機関を提供可能であることを示す。
【００６５】
　次に、図４に示すように、計画作成部１５４は、運行する臨時輸送機関を特定するため
の処理を行う。計画作成部１５４は、輸送機関特定部１５６１、及び臨時交通便算出部１
５９を備える。
【００６６】
　輸送機関特定部１５６１は、前記出発地から前記目的地への輸送を行う輸送機関を特定
する。
【００６７】
　例えば、前記輸送機関特定部１５６１は、前記出発地から前記目的地への輸送を行うこ
とが可能な輸送機関の組み合わせを複数算出し、算出した前記輸送機関の輸送のそれぞれ
に関する評価値を算出し、前記算出した評価値が最も高い前記輸送機関の組み合わせを、
前記出発地から前記目的地への輸送を行う輸送機関として特定する。
【００６８】
　具体的には、輸送機関特定部１５６１は、ネットワークモデル作成部１５６、移動需要
情報分類部１５７、及び移動需要算出部１５８を備える。
【００６９】
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　ネットワークモデル作成部１５６は、輸送サービス計画情報ＤＢ１、移動需要情報ＤＢ
２、及び臨時交通手段情報ＤＢ５を読み込み、読み込んだこれらのデータベースに基づき
、ネットワークモデル（出発地、経由地、目的地、及びこれらの間の輸送を行う輸送機関
（臨時輸送機関を含む）の間の関係を表すモデル）を作成する。
【００７０】
　本実施形態のネットワークモデルは、ノード及びリンクによって表される。このうちノ
ードは、出発地、目的地、又は経由地のいずれかを示す。リンクは、これらの地点の間の
輸送を行う輸送機関、及び、その輸送機関に関する評価値を示す。なお、出発地、目的地
、及び経由地は、輸送サービス計画情報ＤＢ１、及び移動需要情報ＤＢ２に記憶されてい
る。ネットワークモデルの具体例は後述する。
【００７１】
　なお、評価値は、例えば、所要時間、運賃、又は輸送機関の乗り換え回数に関して評価
した評価値である。本実施形態では、評価値は、輸送機関の輸送にかかる時間に関する評
価値であるものとする。
【００７２】
　なお、評価値は、所要時間や運賃等の項目により輸送機関を評価する際に一般的に用い
られる、効用関数などに基づき算出される。
【００７３】
　移動需要情報分類部１５７は、移動需要情報ＤＢ２の各レコードを比較し、出発地、目
的地、及び経路選択条件（輸送条件）が同一で、出発時間が近接するレコード（例えば、
出発地、目的地、及び経路選択条件（輸送条件）が同一であり、出発時間が１０分の範囲
内にあるレコード）を一つのグループ（以下、移動需要グループという）として認識し、
認識したグループごとに分類を行う。
【００７４】
　移動需要算出部１５８は、移動需要グループごとに、ネットワークモデル作成部１５６
が作成したネットワークモデルから、ネットワークモデルの一部（以下、部分モデルとい
う）を抽出する。すなわち、部分モデルは、輸送網全体のネットワークモデルのうち、所
定の出発地及び目的地を結ぶ輸送経路のネットワークモデルである。
【００７５】
　そして、移動需要算出部１５８は、出発地から目的地への輸送における各輸送機関の評
価値を、交通便混雑情報ＤＢ３及び交通渋滞情報ＤＢ４に基づき（具体的には、部分モデ
ルに基づき）算出する。そして、移動需要算出部１５８は、算出した評価値に基づき、各
輸送機関の利用人数（移動需要数）を算出する。
【００７６】
　次に、臨時交通便算出部１５９は、移動需要算出部１５８が算出した移動需要数、及び
、臨時交通手段情報ＤＢ５に格納されている臨時便提供条件に基づき、臨時輸送機関、こ
の臨時輸送機関による輸送区間、及び、この臨時輸送機関の輸送を行う時間帯等に関する
情報（以下、臨時輸送サービス情報という）を算出する。
【００７７】
　具体的には、臨時交通便算出部１５９は、臨時輸送機関抽出部１５９１、及び臨時輸送
機関特定部１５９２を備える。
【００７８】
　臨時輸送機関抽出部１５９１は、前記出発地から前記目的地への輸送のうち一部の輸送
を行う、前記特定した輸送機関とは異なる輸送機関である臨時輸送機関を抽出する。
【００７９】
　臨時輸送機関特定部１５９２は、前記抽出した臨時輸送機関が前記一部の区間の輸送に
関する所定の条件（臨時便提供条件）を満たしている場合に、前記臨時輸送機関を前記出
発地から目的地への輸送に利用する前記輸送機関として特定する。
【００８０】
　例えば、前記臨時輸送機関特定部１５９２は、前記抽出した臨時輸送機関の利用人数を
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算出し、算出した臨時輸送機関の利用人数が所定値を超えている場合に、前記臨時輸送機
関を前記出発地から目的地への輸送に利用する前記輸送機関として特定する。具体的には
、例えば、前記臨時輸送機関特定部１５９２は、前記抽出した臨時輸送機関に対応する前
記輸送機関を特定し、特定した前記輸送機関の利用人数に基づき、前記臨時輸送機関の利
用人数を推定する。
【００８１】
　また、例えば、前記臨時輸送機関特定部１５９２は、臨時輸送機関選択部１５１２で前
記選択された臨時輸送機関のうちから、前記出発地から目的地への輸送に利用する前記輸
送機関を特定する。
【００８２】
　次に、出力部１５２は、臨時輸送サービス計画装置１５０による処理の実行状況や実行
結果などを出力する。
【００８３】
　出力部１５２は、臨時輸送機関情報出力部１５２１を備える。臨時輸送機関情報出力部
１５２１は、輸送機関特定部１５６１が前記特定した臨時輸送機関に関する情報を出力す
る。
【００８４】
　例えば、臨時輸送機関情報出力部１５２１は、輸送条件入力部１５１１によ前記入力さ
れた条件に基づき特定された前記臨時輸送機関に関する情報を、臨時輸送サービス計画装
置１５０の出力部１５２、旅客端末装置１６０の出力部１６２、又は輸送計画装置１１０
の出力部１１３のいずれか一つ以上に出力し、ユーザに提示する。
【００８５】
　例えば、臨時輸送機関情報出力部１５２１は、輸送機関特定部１５６１が前記特定した
臨時輸送機関のうち、輸送条件入力部１５１１において前記入力された時間帯における前
記臨時輸送機関に関する情報を出力する。
【００８６】
　また、例えば、臨時輸送機関情報出力部１５２１は、輸送条件入力部１５１１において
前記入力された条件を満たす、前記臨時輸送機関に関する情報を出力する。
【００８７】
　通信部１５３は、他の情報処理装置と通信する。
【００８８】
＜ネットワークモデル（部分モデル）＞
　ここで、本実施形態におけるネットワークモデルについて、部分モデルを用いて説明す
る。
【００８９】
　図１１は、輸送サービス計画情報ＤＢ１と、移動需要情報ＤＢ２のレコード４０８とに
基づき作成された、出発地「Ａ地点」から目的地「Ｃ地点」までの輸送を示す部分モデル
９００の一例を示す図である。
【００９０】
　部分モデル９００は、ノード９０１、及びリンク９０２によって構成される。ノード９
０１は、出発地、目的地、及び、出発地と目的地との間の経由地、のうちいずれかを示す
。リンク９０２は、出発地及び経由地の間、経由地間、又は、経由地及び目的地の間の輸
送する輸送機関（すなわち、ノード９０１間の接続関係）と共に、その評価値９０４を含
む情報である。なお、出発地、目的地、及び経由地は、輸送サービス計画情報ＤＢ１、及
び移動需要情報ＤＢ２に記憶されている。
【００９１】
　そして、この部分モデル９００は、出発地から目的地までの輸送機関に関するモデル９
０３と、経由地から他の地点までの輸送機関に関するモデル９０５とを含んでいる。同図
の例では、Ｄ地点が上記「他の地点」に相当する。すなわち、Ｄ地点は、Ａ地点からＣ地
点までの輸送経路（経由地）には含まれないが、その経由地であるＢ地点から所定の輸送
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機関により到達できる「他の地点」である。
【００９２】
　なお、リンク９０２の評価値９０４は、例えば、輸送サービス計画情報ＤＢ１に格納さ
れている各交通便の各地点の到着時刻から、その直前の地点の出発時刻を減算することに
より算出される。
【００９３】
　次に、図１２は、旅客端末装置１６０が備える機能の一例を説明する図である。同図に
示すように、旅客端末装置１６０は、入力部１６１、出力部１６２、及び通信部１６３を
備える。
【００９４】
　入力部１６１（輸送条件入力部）は、前記出発地、前記目的地、及び前記輸送の時間帯
に関する条件の入力を受け付けると共に、任意的に、前記出発地及び前記目的地の間の経
由地、前記出発地から前記目的地までの輸送に関する費用、前記出発地から前記目的地ま
での輸送にかかる時間、及び前記経由地での乗り換えにかかる時間のうち少なくともいず
れかに関する条件の入力を受け付ける。
【００９５】
　出力部１６２（輸送機関出力部）は、前記入力された時間帯において、前記入力された
出発地から前記入力された目的地までの輸送を行う前記輸送機関を特定し、特定した前記
輸送機関を出力する。
【００９６】
　また、前記輸送機関出力部は、前記入力された条件を満たす、前記入力された出発地か
ら前記入力された目的地までの輸送を行う前記輸送機関を特定し、特定した前記輸送機関
を出力する。
【００９７】
　以上に説明した各情報処理装置の機能は、各情報処理装置のハードウエアによって、も
しくは、各情報処理装置のプロセッサ１１が、主記憶装置１２や補助記憶装置１３に記憶
されているプログラムを読み出して実行することにより実現される。
【００９８】
＜臨時輸送機関特定処理＞
　図１３は、輸送サービス情報提供システム１０が行う処理のうち、臨時輸送機関を特定
する処理（以下、臨時輸送機関特定処理という）を説明するフローチャートである。臨時
輸送機関特定処理は、例えば、臨時輸送サービス計画装置１５０に対して所定の操作入力
があった場合に開始される。
【００９９】
　同図のＳ２０１に示すように、まず、臨時輸送サービス計画装置１５０のネットワーク
モデル作成部１５６は、輸送サービス計画情報ＤＢ１、及び移動需要情報ＤＢ２を全て読
み込み、読み込んだ輸送サービス計画情報ＤＢ１に格納されている出発地、経由地、目的
地、及び輸送機関の間の関係を表すネットワークモデルを作成する（Ｓ２０１）。
【０１００】
　移動需要情報分類部１５７は、Ｓ２０１で読み込んだ情報に基づき、移動需要グループ
を生成する（Ｓ２０２）。
【０１０１】
　移動需要算出部１５８は、Ｓ２０２で生成した移動需要グループの全てについて、後述
するＳ２０４～Ｓ２０７の処理を行ったか否かを判定する。全ての移動需要グループにつ
いて上記処理が既に行われた場合は、移動需要算出部１５８はＳ２０８の処理を行い、処
理を行っていない移動需要グループがある場合は、移動需要算出部１５８は、その移動需
要グループの一つを選択し（Ｓ２０４）、Ｓ２０５の処理を行う。
【０１０２】
　Ｓ２０５において、移動需要算出部１５８は、Ｓ２０４で選択した移動需要グループに
おける輸送区間（以下、処理区間という）の出発地、目的地、及び経由地を特定すること
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により、Ｓ２０１で作成したネットワークモデルから、処理区間の輸送を行う輸送手段の
全ての組み合わせを示す部分モデルを生成（抽出）する（Ｓ２０５）。なお、処理区間の
輸送を行う輸送手段の組み合わせは、異なる種類の輸送手段の組み合わせでもよいし（例
えば、電車及びバスを乗り継ぐ場合）、同じ種類の輸送手段における異なる車両の組み合
わせでもよい（例えば、ある路線の電車から他の路線の電車へと乗り換える場合）。
【０１０３】
　次に、移動需要算出部１５８は、混雑情報に基づき、処理区間の輸送を行う輸送機関を
全て特定し、特定した輸送機関による輸送の評価値を算出する（Ｓ２０６）。具体的には
、例えば、移動需要算出部１５８は、交通便混雑情報ＤＢ３又は交通渋滞情報ＤＢ４と、
輸送サービス計画情報ＤＢ１とに基づき、処理区間における地点間の組み合わせ（例えば
、出発地と経由地の間、経由地と経由地の間、又は経由地と目的地の間）を抽出し、抽出
した各地点間の所要時間をそれぞれ算出することにより、部分モデルの各リンクの評価値
を算出（更新）する。
【０１０４】
　上記の輸送機関の特定は、例えば、所定の地点に停車する輸送機関のうち、処理区間に
おける出発時間帯の開始時刻以降に当該地点に到着し、かつ、乗車率が当該地点で一定値
以下となる輸送機関を特定することにより行う。また、上記の輸送機関の特定は、ユーザ
による旅客端末装置１６０への指定に基づきなされてもよい。
【０１０５】
　ここで、輸送機関の特定及び評価値の算出の例を説明する。
【０１０６】
　図１４は、レコード４０８を用いて算出されたリンク及びその評価値の一例を示す図で
ある。同図は、出発地を発車する複数の輸送機関から、混雑率が「２００％未満」であり
、最も早い出発時間の輸送機関を特定する場合を示している。すなわち、レコード４０８
の輸送機関は、その出発地が「Ａ地点」であり、その出発時間帯が「７：３０－７：３５
」であるので、「Ａ地点」を７：３０以降に発車する全ての輸送機関が特定される（すな
わち、乗車候補となる）。
【０１０７】
　そして、同図に示すように、判定の対象とされた輸送機関のそれぞれの混雑率は、「列
車１」が「２５０％」、「列車２」が「２００％」、「列車３」が「１８０％」である。
これらの輸送機関のうち、レコード４０８における経路選択条件４０７が示す輸送条件（
混雑率の条件）を満たす輸送機関は、「列車３」である。したがって、「列車３」が、処
理区間における輸送機関（の一つ）であると判定される。
【０１０８】
　そして、「Ａ地点」を発車する輸送機関がこれまで「列車１」であったとすると、「Ａ
地点」における出発時刻は、「列車１」の出発時刻である「７：３０」よりも２０分遅い
、「列車３」の出発時刻である「７：５０」に変更されるので、利用者にとっては、さら
に２０分待つことになる。したがって、これまで設定されていた評価値「５分」は、「２
５分」に更新される。
【０１０９】
　次に、図１３に示すように、移動需要算出部１５８は、臨時交通手段情報ＤＢ５に基づ
き、所定の条件（例えば、需要人数に関する条件、輸送条件、臨時便提供条件）に適合す
る臨時輸送機関を特定し、特定した臨時輸送機関に基づき、処理区間の輸送に用いること
が可能な各輸送機関の利用人数（移動需要数）を推定する処理（以下、移動需要数算出処
理という）を行う（Ｓ２０７）。この処理の詳細は後述する。その後は、処理はＳ２０３
に戻る。
【０１１０】
　臨時交通便算出部１５９は、Ｓ２０７で推定した移動需要数、及び臨時交通手段情報Ｄ
Ｂ５に基づき、処理区間における出発地から目的地への輸送を行う輸送機関（臨時輸送機
関を含む）を特定する。
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【０１１１】
　具体的には、例えば、臨時交通便算出部１５９は、各臨時輸送機関のうち、Ｓ２０７で
推定した移動需要数が所定値（例えば、利用者が５０名）を超えている臨時輸送機関を、
処理区間における出発地から目的地への輸送を行う輸送機関として特定する。
【０１１２】
　そして臨時交通便算出部１５９は、特定した輸送機関に関する臨時輸送サービス情報を
生成し、生成した臨時輸送サービス情報を、出力部１５２又は旅客端末装置１６０の出力
部１６２を介して出力する（Ｓ２０８）。
　以上で、臨時輸送機関特定処理は終了する（Ｓ２０９）。
【０１１３】
＜臨時輸送機関選択画面１７００＞
　ここで、Ｓ２０８において旅客端末装置１６０に出力される画面について説明する。
【０１１４】
　図１５は、臨時輸送サービス計画装置１５０や旅客端末装置１６０に出力される、臨時
輸送機関を選択する画面（以下、臨時輸送機関選択画面という）の一例を示す図である。
同図に示すように臨時輸送機関選択画面１７００は、Ｓ２０８の処理により特定された臨
時輸送機関の一覧を示す臨時輸送機関表示欄１７０１、及び、臨時輸送機関表示欄１７０
１のそれぞれに対応づけられた選択欄１７０２を有する。
【０１１５】
　選択欄１７０２は、対応する臨時輸送機関表示欄１７０１が示す臨時輸送機関を選択す
るための入力欄である。選択された臨時輸送機関に関する情報は、例えば、輸送機関や臨
時輸送機関の事業者が管理する情報処理装置に送信され、この情報に基づき、臨時輸送機
関が実際に運行される。
【０１１６】
＜移動需要数算出処理Ｓ２０７＞
　ここで、移動需要数算出処理の詳細を説明する。
　図１６は、移動需要数算出処理の詳細を説明するフローチャートである。同図に示すよ
うに、まず移動需要算出部１５８は、処理区間の輸送を行う全ての輸送機関を特定し、特
定した輸送機関による輸送の評価値を算出する（Ｓ３０１）。
【０１１７】
　具体的には、例えば、移動需要算出部１５８は、Ｓ２０６でリンクを更新した部分モデ
ルの各リンクを取得する。また、移動需要算出部１５８は、Ｓ２０６でリンクを更新した
部分モデルにおけるノードのうち、複数のリンクが接続しているノードを全て抽出し、抽
出した全てのノードと、当該ノードのリンク先のノードとを接続しているリンク（以下、
分岐リンクという）の評価値を算出する。すなわち、移動需要算出部１５８は、複数の異
なる地点に分岐している経由地（分岐元の経由地）から輸送を行う複数種類の輸送機関を
特定する（例えば、図１１に示す、「Ｂ地点」及び「Ｅ地点」を接続するリンクだけでな
く、「Ｂ地点」及び「Ｄ地点」を接続するリンクを特定する）。
【０１１８】
　次に、Ｓ３０２において移動需要算出部１５８は、臨時交通手段情報ＤＢ５に基づき、
処理区間の一部の区間の輸送を行う、通常輸送機関の代替又は追加の臨時輸送機関（例え
ば、処理区間の一部の輸送を行う通常輸送機関と重複する区間の輸送を行う臨時輸送機関
）の輸送に関する評価値を算出する。
【０１１９】
　そして、移動需要算出部１５８は、Ｓ３０１で算出した評価値のうち前記一部の区間に
おける評価値と、Ｓ３０２で算出した評価値とを比較し、評価値が高い方の輸送機関を特
定し、記憶する。
【０１２０】
　すなわち、移動需要算出部１５８は、臨時輸送機関による輸送の方が、通常輸送機関に
よる輸送よりも評価値が良くなる区間を特定し、その特定した区間に輸送を行う臨時輸送
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機関を記憶すると共に、その区間を記憶する。
【０１２１】
　具体的には、例えば、移動需要算出部１５８は、分岐リンクのそれぞれについて、臨時
交通手段情報ＤＢ５に記憶されている各臨時輸送機関のうち、上記分岐リンクの輸送を行
う臨時輸送機関を全て抽出し、抽出した臨時輸送機関の少なくとも１つ以上と通常輸送機
関とを利用して処理区間の輸送を行った場合の所要時間や運賃等を、リンクの評価値とし
て算出する。そして、移動需要算出部１５８は、算出したリンクの評価値と、Ｓ３０１で
求めた分岐リンクの評価値とを比較し、前記算出したリンクの評価値の方が高い場合は、
上記抽出した臨時輸送機関及びその区間（リンク）を記憶する。
【０１２２】
　なお、道路を利用する臨時輸送機関（例えば、乗り合いタクシー）の評価値は、道路交
通渋滞の時間に基づき算出される。例えば、臨時輸送機関の種類が「道路」（例えば、臨
時交通手段情報ＤＢ５の種類５０３が「道路」）である場合、その臨時輸送機関による輸
送の評価値は、交通渋滞情報ＤＢ４の移動時分４０４に格納されている値である。また、
臨時輸送機関が、道路以外を利用する輸送機関の場合（例えば、臨時交通手段情報ＤＢ５
の種類５０３が「鉄道」）は、評価値は、輸送サービス計画情報ＤＢ１に格納されている
輸送機関の輸送に基づき算出される所要時間、又は予め設定されている所要時間に基づき
算出される。
【０１２３】
　次に、Ｓ３０３において、移動需要算出部１５８は、Ｓ３０２で特定した臨時輸送機関
を、出発地から目的地への輸送に用いる輸送手段の候補として記憶する。具体的には、例
えば、移動需要算出部１５８は、Ｓ３０２で記憶したリンクを、Ｓ２０６で更新した部分
モデルに追加する。
【０１２４】
　次に、Ｓ３０４において移動需要算出部１５８は、Ｓ３０３で特定した臨時輸送機関に
基づき、処理区間における最適な輸送経路を探索する。具体的には、例えば、移動需要算
出部１５８は、Ｓ３０３で生成した部分モデルにおける各リンクの評価値に基づき、出発
地のノードから目的地のノードまでに至るリンクの組み合わせのうち、評価値の総和が最
も小さくなる（すなわち、所要時間が最も短い）リンクの組み合わせを探索する。
【０１２５】
　なお、この輸送経路の探索には、例えば、動的計画法などを用いる。また、各輸送機関
に輸送条件が設定されている場合は、その輸送条件を満たす輸送機関による輸送経路が探
索される。
【０１２６】
　ここで、Ｓ３０４における輸送経路の探索の例を説明する。
　図１７は、Ｓ３０３で臨時輸送機関のリンクを追加した後の部分モデルの一例である。
同図に示すように、出発地である「Ａ地点」から目的地である「Ｃ地点」までの最短の輸
送経路１６００は、臨時輸送機関による、出発地「Ａ地点」から経由地「Ｂ地点」までの
輸送経路１６０１と、通常輸送機関による、経由地「Ｂ地点」から目的地「Ｃ地点」まで
の輸送経路１６０２とからなる。
【０１２７】
　次に、図１６のＳ３０５に示すように、移動需要算出部１５８は、Ｓ３０４で特定した
臨時輸送機関の輸送区間に対応する輸送区間の輸送を行う輸送機関を特定し、特定した輸
送機関の利用人数に基づき、臨時輸送機関の利用人数（移動需要数）を算出（更新）する
。
【０１２８】
　具体的には、例えば、移動需要算出部１５８は、Ｓ３０３で特定した臨時輸送機関の現
在の移動需要数（初期値は「０」）に、Ｓ２０４で選択した移動需要グループに属する、
出発地から目的地への輸送を行う輸送機関の移動需要数（例えば、移動需要情報ＤＢ２の
需要人数２０５の値）を加算する。これにより、臨時輸送機関の移動需要（移動需要数）
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が更新される。
【０１２９】
　以上に説明したように、本実施形態の輸送サービス情報提供システム１０は、出発地か
ら目的地への輸送を行う輸送機関を特定し、出発地から目的地への輸送のうち一部の区間
の輸送を行う臨時輸送機関を抽出し、抽出した臨時輸送機関が前記一部の区間の輸送に関
する所定の条件を満たしている場合に、その臨時輸送機関を出発地から目的地への輸送に
利用する輸送機関として特定し、出力するので、出発地から目的地への輸送のうち一部の
区間が輸送不可能となった場合、所定の条件に基づき、その一部の区間の輸送を行う適切
な臨時輸送手段を特定し，特定した臨時輸送機関の情報を提供することができる。これに
より、日々の需要変動や突発事象に対して（運行障害時において）、事前に計画された輸
送サービスの一部を代替するような臨時の輸送サービスに関する情報を、輸送機関の事業
者や輸送機関の利用者に提供することができる。
【０１３０】
　例えば、輸送機関の利用者は、出発地から途中の地点までは臨時輸送機関で移動し、そ
の途中の地点から目的地までは事前に計画されている輸送機関で移動することができる。
また、輸送機関の管理者は、輸送機関の利用者に中・長距離の移動需要がある場合におい
ても、適切な臨時輸送機関を利用者に提供することができる。
【０１３１】
　また、本実施形態の輸送サービス情報提供システム１０は、出発地から目的地への輸送
を行うことが可能な輸送機関の組み合わせを複数算出し、算出した輸送機関の輸送のそれ
ぞれに関する評価値を算出し、算出した評価値が最も高い輸送機関の組み合わせを、出発
地から目的地への輸送を行う輸送機関として特定するので、出発地から目的地への輸送を
行う、適切な輸送手段の組み合わせを提供することができる。これにより、例えば、輸送
機関の事業者や輸送機関の利用者に、適切な輸送手段の組み合わせを提供することができ
る。
【０１３２】
　また、本実施形態の輸送サービス情報提供システム１０は、抽出した臨時輸送機関の利
用人数を算出し、算出した臨時輸送機関の利用人数が所定値を超えている場合に、その臨
時輸送機関を出発地から目的地への輸送に利用する輸送機関として特定するので、例えば
、輸送機関の事業者は、利用者の需要があると見込まれる臨時輸送機関を知ることができ
る。また、輸送機関の利用者も、運行可能性が高い臨時輸送機関を知ることができる。
【０１３３】
　また、本実施形態の輸送サービス情報提供システム１０は、臨時輸送機関に対応する輸
送機関を特定し、特定した輸送機関の利用人数に基づき、臨時輸送機関の利用人数を算出
するので、臨時輸送機関がこれまでの輸送機関に代替して運行される可能性がある場合で
あっても、臨時輸送機関の利用人数を適切に推定し、これにより適切な臨時輸送機関を提
供することができる。
【０１３４】
　また、本実施形態の輸送サービス情報提供システム１０は、出発地、目的地、及び輸送
の時間帯に関する条件の入力を受け付けると共に、任意的に、出発地及び目的地の間の経
由地、出発地から目的地までの輸送に関する費用、出発地から目的地までの輸送にかかる
時間、及び経由地での乗り換えにかかる時間のうち少なくともいずれかに関する条件の入
力を受け付け、入力された条件に基づき特定された臨時輸送機関に関する情報を出力する
ので、例えば、輸送機関の事業者や輸送機関の利用者に、所望の条件を満たす適切な臨時
輸送機関を提供することができる。
【０１３５】
　また、本実施形態の輸送サービス情報提供システム１０は、抽出された臨時輸送機関の
選択を受け付け、選択された臨時輸送機関のうちから、出発地から目的地への輸送に利用
する輸送機関を特定するので、例えば、輸送機関の利用者が望む臨時輸送機関のみを提供
することができる。
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【０１３６】
　以上、本発明は上記した実施形態に限定されるものではなく、様々な変形例が含まれる
。例えば、上記した実施形態は本発明を分かりやすく説明するために詳細に説明したもの
であり、必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定されるものではない。また、あ
る実施形態の構成の一部を他の実施形態の構成に置き換えることが可能であり、また、あ
る実施形態の構成に他の実施形態の構成を加えることも可能である。また、各実施形態の
構成の一部について、他の構成の追加・削除・置換をすることが可能である。
【符号の説明】
【０１３７】
１０　輸送サービス情報提供システム、１５２１　臨時輸送機関情報出力部、１５６１　
輸送機関特定部、１５９１　臨時輸送機関抽出部、１５９２　臨時輸送機関特定部
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